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研究成果の概要（和文）：保育における教育課程の理論は、これまで小学校以上の学校教育の教

育課程の理論と方法に準じた形で理解されてきた。しかし、保育における実践は、小学校以上

の教科教育と異なり、幼児の主体的な体験(遊び)を中心とする生活によって教育する方法をと

っている。よって、このような実践においては、教師がすべての教育内容を事前に計画し、そ

の計画に従って実践を進めるのではなく、子どもと共に生活を作りだし、それを生かす教育課

程をデザインしていく必要がある。子どもが生活者として自らの生活を作り出すとき、子ども

は生活に埋め込まれた課題を探求しようとする。その探求のプロセスにある学びを構造化する

ことで、保育という実践の教育課程が生成する。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The curriculum theory in preschool education has been understood 
according to the curricula and educational methods for school education.  But, the 
practice of preschool education is carried out by a method through children’s living 
activities mainly consisting of their subjective experiences like playing.  Therefore, 
for teachers of preschool education, it is necessary to make a plan for each content of 
education and design a curriculum through coming up with ideas to create children’s daily 
living with them, but not only putting the plan in practice.  When a child creates own 
daily life as a living person, he/she tries to solve various tasks buried in life.  The 
curriculum for preschool education would be realized by organizing the respective 
learning in the inquiry process of daily living. 
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１．研究開始当初の背景 
 
教育課程の理論と方法については、昨今世

界的な見直しが進められている。それは、総
合的な学習のような教科教育とは異なる学
習への注目によって、学習とは何か、学ぶと
は何か、という根本的な問いに立ち戻る必要
が生じたことによる。 
 教科教育は、基本的にはその学習すべき内
容が事前に決められており、しかも多くの場
合、系統的に整理されてあることから、教師
は学習内容を理解し、「いつ、何を、どのよ
うに教えるか」を計画すればよいことになる。
それに対して、総合的な学習は、教育内容が
あらかじめ決められていないため、これまで
の「教育の内容と方法を計画する」という教
師のアプローチは、意味をもちにくい。総合
的な学習は、これまでの教科概念とは根本的
な異なる学習概念であるからである。 
 保育実践は、いわば総合的な学習である。
「幼稚園教育要領」では、５領域によって、
その教育内容の指針を示しているが、同時に
幼稚園の教育実践はこれらの領域のねらい
が総合的に達成されるものであることも指
摘している（文部科学省「幼稚園教育要領」
第１章 総則）。 
 したがって、保育においては、教科教育に
準じた教育課程のあり方は、これに適さない
ことは明らかである。にもかかわらず、わが
国の保育においては、その理論の検討が進め
られないままに、教科教育的な教育課程の編
成に準じる形で、この理論に基づく教育課程
が編成されてきた。したがって、教育課程の
理論とその実践の間に齟齬が生まれ、教育課
程が形骸化する傾向にあった。 
 学習観に対する見直しとその研究によっ
て進められている昨今の教育課程の研究に
より、わが国の保育における教育課程の理論
と方法の課題が明らかになりつつある。こう
した状況を踏まえ、わが国の保育の教育課程 
は、その理論と方法の課題を整理し、実践に
生きる教育課程のあり方を臨床的に研究し
ていくことが求められている。 
 本研究は、これらの背景を踏まえ、進める
ものである。 
 
２．研究の目的 
 
 わが国の保育における教育課程は、これま
で小学校以上の学校教育の教育課程の理論
と方法に準じる形で理解されてきた。しかし、
わが国の保育の実践は、小学校教育以上の教
科教育とは異なり、幼児の主体的な体験（遊
び）を中心とする生活によって教育する方法 

をとっている。よって、このような実践にお
いては、教師がすべての教育内容を事前に計
画し、その計画に準じて実践を進めるのでは
なく、子どもと共に生活を作りだし、教育課 
程をデザインしていく必要がある。保育は、
言うまでもなく、意図的な営為であるから、
子どもの生活の中にある体験は、単なる体験
の羅列にとどまるものであってはならない。 
 この課題へのアプローチとして、本研究は、 
保育臨床の場における幼児の「体験（経験）」
とは何なのかを明らかにすることからはじ
める。幼児教育の実践は、生活を通して行う。
したがって、生活における「体験（経験）」
の意味が重要なものとなる。「教科か経験か」
「生活か科学か」という議論は、わが国の教
育史において長く議論されてきたテーマで
あるが、保育は、生活を通して行い、直接的
な体験を通して実践をすすめるものである。
しかし、かつて新教育運動が批判されたよう
に、それが体験の羅列（いわゆる体験主義）
であっては意味がない。体験が子どもにとっ
て意味を生成し、「学び」を実現する必要が
ある。学びが実現する体験とは何なのか。本
研究では、それは、生活のなかにある活動に
おいて、子ども自身が問題を発見し、他者と
協同して探求していくプロセスの中にある
と仮定する。 
 そこで、本研究は、探究的な学びを実現す
る体験とは何か、子どもの学びが内包する生
活とは何かを検証し、それらが連なるものと
しての教育課程とは何かを研究する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の研究方法は、(1)フィールドにお

ける事例収集 (2)事例の言語化と整理、分
析 (3)事例の理論化と検証の３段階で進め
る。 
(1)の事例収集は、これまで進めてきた地域 
の実践、共同研究フィールドの事例整理とと
もに、質的研究の根拠となりうる国内の特色
ある実践の事例、海外の事例収集をする。 
(2)については、事例の言語化の方法論とあ
わせて検証を進める。研究対象とする実践の
記録（映像、言語）をとりながら、実践者と
共にリフレクションし、それぞれの実践の意
味を検証する。量的な検証では見えてこない
保育臨床を質的研究のアプローチを使いな
がら、実践の意味を整理する。したがって、
本研究では、質的研究の方法論についてもあ
わせて検証する。 
(3)については、研究の後半に、事例に基づ
き教育課程のデザインを描き、それをひとつ
の仮説として、その実践において子どもの学



びが実現しているのか、それをどのように評
価するのかを検証し、教育課程とともに再考
する。 
 
４．研究成果 
 
 研究期間中に収集した実践データー(言
語・映像)を元に、子どもの学びの深化を実
践者とともに検証を進めた。それにより、以
下のことが明らかとなった。 
① これまでの保育の計画は、教師が子ども 
の姿を予想して活動内容を事前に計画する
ことが多く、それは「よりよい」展開を期待
しての計画であった。その際の、「よさ」は、
教師側が予想するスムーズな展開や、実践後
の結果を高めることを期待してのものであ
った。しかし、保育は、「成果」としての結
果を重視する営為ではなく、プロセスの中で
の経験の質を重視する実践である。教師が計
画しめざす「よさ」とは、スムーズな展開や
結果ではなく、子どもの体験の質である。し
たがって、子どもの体験の質を高めていくた
めの計画が必要となる。 
② 子どもの体験の質をどのように測るかと 
いうことが、重要な課題となる。体験の質は、
量的、質的の双方から検証していくことが必
要であるが、本研究では、幼児の生活を検証
することは、個別具体的な臨床の検証である
ことから、量的な側面から見えてこない質的 
な側面を重視する必要があることから、質的 
研究法に基づき実践を検証した。体験の質を
読み取る際、学びの実現という指標から、見
ることで検証をすすめた。 
③ 幼児の生活や遊びは、体験を通して実現 
する。その体験が学びを実現するには、体験
が一過性のものではなく、体験と体験がつな
がり、それにより子どものさらなる興味が深
まり、他の体験を呼び起こしていくような遊
びであることが必要である。その意味で、体
験の中で、問題を発見し、他者と協同して探
求していく、いわゆるプロジェクト型保育は、
意味ある実践であるといえる。 
④ 本研究では、このプロジェクト型保育、 
あるいはそれに類する実践を検証し、そこで
の学びを教育課程に描くことの可能性を検
証した。 
 以下に調査対象の幼稚園での事例を記載
し、その検証結果を記載する。 
 
【事例① Die Waldläufer ドイツ】 
 Die Waldläuferは、いわゆるベルリン郊外
パンコー地区にある森の幼稚園である。森の
幼稚園の実践は、昨今、ヨーロッパ各地で注
目されているが、そこに共通する事項は、 
・十分な生活空間としての園舎を持たない
(極端な気象条件に備えた避難場所としての
空間は用意されている) 

・毎日、保育時間の多くを自然のなかですご
す。 
・少人数保育である。 
などであり、自然の中での過ごし方について
は、多用な実践が行われている。 
ここでは、Die Waldläufer の教育方法を

もとに、体験の質と教育課程の関係について
論じる。 
 
Die Waldläufer の資料によると、本園の教

育方法の特徴は、以下のようなものである。 
・自然を教育者とする。 
・空間的な制限を設けず、動きを妨げない。 
・子ども自身が観察し、調査し、探求し、そ
して実験する。 
・既成の遊び道具を設けない。 
・活動に決まりを設けない。 
・子どもたちがあらゆる生活場面において、
自分で決定したり、協同で決定したりする。 
・自由な遊びが中心となる。 
・保育者が適切な言葉がけをして、子どもた
ちの好奇心を持続させる。 
・共同生活に必要な仕事に子どもたちを参加
させる。 
・自然と共生する人々の暮らしに学ぶ。 
 
このような教育方法による森の幼稚園で

は、人が計画することのできない自然の森を 
生活のフィールドとし、教師の計画をいとも
簡単に乗り越える幼児自身に向き合う生活
を通して、教育する。こうした実践は、これ
まで自明視されてきた実践の構造である
P(Plan)-D(Do)-(Check)-(Action)の構 造と
は全く異なるものであり、子どもが学ぶとは
何か、という学びの構造そのものにも転換を
迫っている。 
 森で生活する子どもたちが日々出会う事
柄は、基礎から応用へと展開するわけでもな
く、子どもたちの発達段階に配慮されている
わけでもなく、権力によって選択された教育
内容でもない。それらは、むしろ系統性や発
達段階を無視して子どもたちの前に立ち現
れる。子どもたちが興味を抱き、夢中になる
世界は、予測不可能であるが、こども自身が
森で出会ったモノ・コトに興味を抱けば、子
ども自身の力でそれをどこまでも探求し、挑
戦することができる自由が保障されている。 
こうした体験は、小学校以上の学習を先取り
し た 知 の 獲 得 に 直 結 し な い が 、 Die 
Waldläuferの資料が示しているように、子ど
もの学びの体験となっている。 
例） 

・時間とともに影が変わることを体験し、そ
れが太陽の動きや時間の経過と関係がある
ことを知る。 
・松ぼっくりは同じ大きさが同じであっても
石より軽いことを知る。 



・自然は数を数えたり、ものを比べたりする
たくさんの機会を与えてくれる。(1) 

 
 

【事例② プロジェクト型保育 宮城県】 
 
 子どもの体験が一過性のものでなく、体験
が連なり、子どもの学びが生成する実践とし
て、昨今注目されているプロジェクト型保育
は極めて示唆的である。 
 以下に本研究で実践的研究を進めたプロ
ジェクト型保育の事例を記し、ここから明ら
かになった教育課程の可能性を述べる。 
 
□A 男が持ってきたカエルをクラスのみんな
で飼いたいという子どもたちの提案がきっ
かけで、子どもたちのプロジェクトがスター
トする。 
[プロジェクトのはじまり] 
カエルを飼うためには、どんな環境を用意す
ればいいのか(エサや飼育環境)を知る必要
が生まれる(知の必然性) 
[知りたいこと・わかりたいことがうまれる]
調べをすすめていると、カエルには様々な 
種類がいることがわかる。 
[わかるという体験] 
それぞれのカエルには、それぞれに適切な生
活環境がある。 
[関心の深まり／やりたいことが増える] 
カエルが元気に過ごせるような池を作りた
い。 
[新たな課題がみえる／課題を乗り越えるた
めの方法を考える] 
池を作るにはどうしたらいいか？ 
設計図を作り、必要な材料を用意する。園庭
のどこに作ればよいのか思考する。また作る
ための場所や必要を計画し、それを実現する
ために他者に交渉する。 
[次々に生まれる課題に向き合う] 
シートが必要。しかし、高価。シートを買う
ために、お金を集めよう。その手段が自分た
ちには見つからない。 
[課題を乗り越えるための方法を考え、協同
する] 
自分たちで作った米でおにぎりを作って売
ろう。(保護者の協力を仰ぐ) 
[課題をやりとげる] 
池をつくる。専門家の協力を得る。本物に出
会う。水を入れて完成させる。 
[さらなる探求を進める] 
池を維持するための環境を考える。(水、草、
他の生き物) 
[自分たちの学びをふりかえる：ドキュメン
テーション] 
一年の活動を楽しみ、絵本にする。 
 
 上記のプロジェクト型保育をもとに、教育

課程を考察する視点を整理する。 
1.プロジェクトのスタートが子どもの何気
ない関心からスタートしている。つまり、教
師側が計画・提案したテーマではなく、子ど
もたちの中から生まれたテーマである。 
2.子どもたちの探求は「知りたい」「わかり
たい」という強い欲求に支えられている。 
3.ひとつの課題を乗り越えることで、さらな
る課題が生まれるが、それが、さらなる「わ
かりたい」という気持ちに連なっている。 
4.課題が大きくなると、子どもたちはそれら
を解決する方法を思考し、協同して解決しよ
うとする。(他者の存在の意味に気づく) 
5.協同的な学びの実践がひろがる。 
6.やり遂げることで、さらなる課題がうまれ
る。 
7.自分たちの学びの履歴としてのドキュメ
ンテーションにより、自分たちの学びを確認
し、学びを実感する。 
 
 以上の視点から考察すると、教師は、活動
の内容を計画するのではなく、学びの内容を
計画していることが見えてくる。子どもの
「知りたい」「わかりたい」という気持ちの
高まりが子どもの新たな課題を引き出し、子
どもの体験が深化する。教師は、子どもの体
験が深化するプロセスに付き合い、「何をす
るのか」という体験内容ではなく、「何を学
ぶのか」という学びに注目して支援する必要
があるため、ここに教師の「計画」が生まれ
る。 
 本プロジェクトでは、子どもたち自身が、
最後に自分たちの体験を絵本にしようと提
案し、全員で一冊の絵本を製作する。この絵
本は、自分たちの学びを振り返るためのドキ
ュメンテーションであり、子ども自身の学び
の履歴となっている。子ども自身の学びの検
証は、次の学びの土台となっていく。 
 
 本研究で検証した事例は、学びを実現する
体験を連ねた実践である。これらの実践の計
画は、体験内容ではなく、学びの内容を計画
したものである。こうした計画は、これまで
の教師側の「事前の計画」とは、根本的に異
なる計画を意味する。 
 子どもの興味関心からスタートする学び
の構造をデザインすることで、「総合的な学
び」としての保育実践に生きる教育課程を編
成することができる。こうした計画は、子ど
もの多様に広がる体験をつなぐ計画(見通
し)をデザインし、今の体験と学びの物語を
評価し直すという繰り返しの中で、作成して
いく必要がある。その意味で、保育における
教育課程の検証を進めるためには、保育にお
ける評価の検証が必須である。   
 したがって、本研究の最終段階としては、
保育という営為の評価方法についても、検証



する必要がある。ゴールフリー評価論などの
研究は、保育の領域では、いまだ十分な検証
がなされていないが、これらの研究は、きわ
めて示唆的である。 
 本研究を踏まえ、今後は保育という個別具
体的な臨床的実践の教育課程を「評価」とい
う側面から検証し、この研究を継続発展させ
ていく。 
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